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部品—與 手 农巾儿土 
答え-賞掌裳常党堂
お題-*里
部品-王衣者魚厂土,“、予立
答え-理裏狸鯉厘埋黒野童
お題-其
部品一1 土月木鹿石欠
答え—基期棋麒 碁欺
お題-欠
部品-ロ火食；■谷
答え-*吹炊飲次欲
お題-IJ
部品-害朿开肖弟亥メ倉 
答え-割刺刑削剃刻刈創
お題千 
部品-ダ1J月审竹 
答え汗刊耵軒竿
漢検2級レベル(すべての常用漢字をカバーするレベ 
/レ)を上限としているので、このゲームも正解を常用 
漢字に限定してもよいだろう。
時には、学生が間違った答えを言う場合があるが、 
それをただ否定するのではなく、説明を捕えば効果的 
である。たとえば、「釆』(のごめ)と「采」(さい)は 
よく似ているので問違いやすい部品だが、両者の違い 
や、それぞれを含む漢字の違い(「釈jと「勤など) 
を例示すれば、誤りもまた勉強になる。
さらに可能ならば、漢字の成り立ちにまで踏み込ん 
だ説明を加えれば、非常に好ましい。たとえば、「美」 
は(羊+大)であるが、これは「大きい羊」から「う 
つくしい』の意味が生まれたものである。古代中国で 
は、羊が最も大切な家畜であったからだ。「義」、「善」、 
「祥」などに「羊」を含んでいるのも同様の理由であ 
る。このような説明を加えれば、学生の興味と理M度 
をさらに深めることができるだろう。教師の力量が問 
われるところである。
最後に、NHK Eテレ「テストの花道」の関係者 
諸氏のご協力を感謝するとともに、放送された番組の 
内容も引州して私がこの論文を執筆することに赞同し 
ていただいたことを、重ねて感謝したい。
4.考察
実際に授業でやってみると、誰も気づかないものが 
あったり、こちらが想定していない漠字が出たりと、 
奥の深いゲームであることがわかる。学生にも「おも 
しろい」「頭を使う」「漢字を見る目が変わる」と好評 
で、澳字を見つけて歓声が上がるなどクラス全体が盛 
り上がる。時には、学生が自主的に黒板の前に立って、 
自分で部品を動かすこともある。とてもよい授業素材 
だと思う。
想定外の組み合わせでも、正しい澳字として成立す 
るならば、それは正解にするべきだが、あまりにも特 
殊な漢字になる場合は「漢字としては正しいが、ここ 
では採用しない」と説明して、別の答えを求める方が 
よいかもしれない。たとえば学生が(イ+隹)を作っ 
たことがあったが、この漢字「惟』(音：キ、意味：容 
貌がみにくい)が特殊であることの説明を加えたうえ 
で、採用しなかった。澳字のトレーニング授業では、
ピアスーパー/くイザーからのコメント
本^高は、授業の中で「漢字をいかにマスターするか」 
という課題に取り組む学生たちに、楽しく学ぶ方法を 
次々と考案される稿者の新しい『学習用ゲーム」の紹 
介と考察である。稿者の発想の独創的な点は、漠字を 
部首や音訓で弓Iいてゆく漢和辞典的な発想をひとまず 
措いて、漢字を「部品」の集合と捉えるところにある。 
そこから、前稿のI共通の部品を持つ漢字を揀す」ゲ 
ームが生まれ、今回の「2つの部品を組み合わせる」 
ゲームへと発展している。機械的暗記になりがちな漢 
字学習に、細部までしっかり記憶できる手段として利 
用する「部品」の発想は、年齢層を問わない有効•有 
益な知见と思われる。
(担当：三木麻子)
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